
１. はじめに

北極科学サミット（ASSW: Arctic Science Sum-

mit Week）が2012年４月20～22日にカナダのモント

リオールの国際会議場で開催され, 各国の国際北極科

学会議（IASC: International Arctic Science Com-

mittee）の代表者約150名が集まった. ASSW は毎年

開催されており, 昨年の2011年には韓国のソウルで開

催されている. 今回のASSW は, 2007年から2008年

にかけて実施された国際極年（IPY: International
 

Polar Year）の最終報告会議（IPY-2012）と併せて

開催されたもので, ４月23日からの IPY-2012会議に

は各国から約3000名が参加した.

IASCには, １）Terrestrial（陸域), ２）Cryo-

sphere（雪氷圏), ３）Marine（海洋), ４）Atmos-

phere（大気), ５）Social and Human（社会と人

間), の５分野の常置作業部会があり, この国際的活

動に対応するために, 日本では日本学術会議地球惑星

科学委員会の下に国際対応分科会として IASC小委員

会が設置されている. 昨年度までの IASC小委員会委

員長の神田啓史氏（極地研）に代わり, 2012年度から

は杉本（北大）が委員長を務めることになった. ま

た, ASSW における IASC評議会（IASC Council）

には, 大畑（JAMSTEC）が代表として出席した.

IASC大気作業部会（AWG: Atmosphere Working

 

Group）の議長は Jim Overland（米国）が務め, 田

中（筑波大）はその副議長を務める.

今回の IASC/AWG会議には田中と杉本が参加し

た. IASCでは, 今後の国際的な北極研究を左右する

重要な議論が展開されているので, 気象学会会員に広

く周知する目的でASSW 会議報告をまとめることに

した.

近年の地球温暖化は, 北極域で顕著に進行してお

り, 地球温暖化研究の最前線の多くが今, 北極研究に

集中していると言っても過言ではない. 温暖化の将来

予測に含まれる不確かさの多くが, 北極圏の海氷や海

流, 大気境界層で生起するプロセスに含まれている

が, 観測が絶対的に不足しており, 北極評議会（AC:

Arctic Council）の加盟国以外も含めた国際的な協力

の下に, 大型研究を推進する必要性が高まってきた.

そのため, 日本国内でも, 文科省のグリーン・ネット

ワーク・オブ・エクセレンス（GRENE）事業北極気

候変動分野により, 2011年度から５年計画で大型研究

がスタートしている. なぜ温暖化は北極域を中心に進

行し, 北極温暖化増幅（Arctic Amplification）が生

じるのか, 北極海の海氷が激減しているが, その原因

は何か, 北極圏がこのまま温暖化し続けたとすると,

日本への影響にはどのようなことが考えられるか, な

どが主な問題となっている. 日本が今なぜ北極研究に

力を入れなければならないのかついても報告したい.

２. 会議の概要

IASC/AWG会議は Jim Overlandの司会により開

催が宣言され, これまでの活動の概要, 今後の最重要

課題の列挙, 本会議の議題の説明が行われた. 事務局

のSara Bowden（ドイツ）が会議の進行を補佐し

た. 本報告では, IASC/AWGで議論されたものの中

から, ドイツが率いるAIDA（Atmospheric Investi-

gations on a Drifting Observatory over the Arctic
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Ocean）プロジェクト, 米国が率いる MOSAiC

（Multidisciplinary Drifting Observatory for the
 

Study of Arctic Climate）プロジェクト, WMO

（World Meteorological Organization：世界気象機

関）が企画するGIPPS（Global Integrated Polar
 

Prediction System）プロジェクト, 日本で開催され

る第３回国際北極研究シンポジウム（ISAR-3：

Third International  Symposium on Arctic
 

Research), 北極圏の過去データ収録プログラム

（Data Rescue：データレスキュー）などについて紹

介する.

３. AIDA
 

AIDAはドイツのアルフレート・ヴェーゲナー極地

海洋研究所のKlaus Dethloff等が率いる大気観測プ

ロジェクトである. 2011年６月26～27日にポツダムで

最初のAIDAワークショップが開催され, 会議には

40名の参加があった. 砕氷船を北極海の中で漂流観測

（ドリフト）させ, 長期間観測を継続することがプロ

ジェクトの中心テーマであり, １）大気プロセスのパ

ラメタリゼーションに必要なサブグリッドスケールの

観測推進, ２）北極大気プロセスのモデリングの欠点

の洗い出し, ３）衛星計測や航空機観測を併せた北極

観測拠点の計画, ４）北極プロセス研究による領域モ

デルと全球モデルの改善, の４項目を目的に据えてい

る. 北極海の海氷が激減している原因究明を目的に,

ヨーロッパが出資母体となるHorizon 2020に研究企

画書が提出されている.

４. MOSAiC
 

MOSAiCは, NOAA（米国海洋大気庁）のOla
 

Persson等が率いる北極観測プロジェクトである.

2011年10月のWCRP（World Climate Research Pro-

gramme：世界気候研究計画）公開科学会議（デン

バー）の際に最初のMOSAiCワークショップが開催

された. 第２回は2012年６月27～29日にボールダーで

開催され, 大気作業部会に加えて雪氷圏作業部会と海

洋作業部会も加わることになっていた. MOSAiCの

目的はAIDA同様に砕氷船を長期間, 北極海にドリ

フトさせ, 大気, 海洋, 海氷の包括的で詳細な観測を

複数年実施することで, 海氷激減のメカニズムを理解

し, 北極気候変動, 短期的変動予測, 海氷の将来予測

に役立てようというものである. 国際協力の下で

2016～2017年にドリフト砕氷船を出動させるため, 各

国に協力要請と資金提供を呼びかける計画である. 米

国の提案にカナダは既に参加を表明している.

ここで, AIDAとMOSAiCは, 北極研究推進プロ

ジェクトとして,どちらも重要であることは認められる

が, ヨーロッパ主導のAIDAと北米主導のMOSAiC

は共通の目的と手段を持つことから, 国際的な調整が

必要であり, どちらもロシアの参入が重要である, と

の意見が議長から述べられた. 第３国にとっては, 有

限の研究資源の中で, どちらに協力すべきかという混

乱を招くことが予想されるので, ６月のボールダー会

議までに, 調整を図るよう強く要請した.

５. GIPPS
 

GIPPSはWMOが企画する北極大気予測システム

開発プロジェクトで, Peter Lemke（ドイツ）の代理

で Michael Tjernstrom（スウェーデン）が紹介し

た. WMOは極域気象気候予測を重点研究課題とし

ており, 数日先の予測から数十年先の気候変動予測ま

でを対象とし, その予測可能性を検討することで, 予

測モデルの改善に努めている. 短期的な極域予測には

各国の現業の気象局が中心となるが, 長期的な予測に

対しては, WMO/WCRPと IASC/AWGが協力して

予測可能性の研究の推進を行うことが望まれる. 予測

精度の向上は, 北極海上の運輸, エネルギー資源, 生

物資源, 観光の開発, そして船舶や航空防災などに役

立てられる. 今後はTHORPEX（The Observing
 

System Research and Predictability Experiment：

観測システム研究・予測可能性実験計画）とも連携し

た極域予測プログラム（PPP:Polar Prediction Pro-

gram）を企画し, ひと月程度の時間スケールを対象

に, 予測システムの改善に努力する. その一環とし

て, 2017～2018年にかけて, YOPP（Year of Polar
 

Prediction）という集中予測期間を提案している. さ

らに長期的な数十年スケールの予測に対しては, PPI

（Polar Prediction Initiative）というプログラムが提

案され, すべての時間スケールを対象とする計画へと

展開させる予定である.

極域大気予測に関するWMO/WCRPと IASC/

AWGの共同研究体制の下では, 以下の３項目が重要

課題とされている.

(１）最近10年間で全球平均気温が停滞しているの

に, なぜ, 北極平均気温は上昇を続けているのか. こ

れは北極温暖化増幅（Arctic Amplification）の問題

であり, 2013年１月に日本で予定されている ISAR-3
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のスペシャルセッションのテーマになっている.

(２）北極気候変動（気温や海氷）が IPCC第４次評

価報告書にあるモデル予測のばらつきの範囲を超えて

急速に進行している原因は何か. これは10月にシアト

ルで予定されているAC/AMAP会議のテーマとなっ

ている.

(３）進行中の北極温暖化増幅は, 北極圏や中緯度で

発生する極端現象とどのように関係しているのか. こ

れも2013年１月に日本で予定されている ISAR-3の

際に開催されるIASC/AWGのテーマになっている.

６. ISAR-3

第３回国際北極研究シンポジウム（ISAR-3）につ

いては田中が紹介した. 国内外の北極研究者の情報交

換の場として, 日本発の国際シンポジウム ISAR-1

が2009年11月に都内の日本科学未来館で開催され,

2011年12月には ISAR-2が一橋講堂で開催された.

その後, 日本では文科省によるGRENE事業北極気

候変動分野が2011年～16年の５年間に亘り実施される

ことになり, それと関連して北極環境研究コンソーシ

アム（JCAR:Japan Consortium for Arctic Environ
 

mental Research）が2011年に発足している. ISAR-3

および JCARの事務局は国立極地研究所におかれて

いる. ISAR-3は JCARが主催し, 2013年１月15～

17日に日本科学未来館で開催されることが決まった.

シンポジウムの主テーマは, 近年の北極圏の包括的な

変動の検証と全球平均の変動への影響である. 座長の

提案により, ISAR-3開催前日の14日に, 極域大気予

測に関するAWGのワークショップがセットされ,

IASCとしても開催費の支援を行うことが決まった.

７. 過去データ収録プログラム

NOAAの Kevin Wood（米 国）が Rajmund
 

Przybylak （ポーランド）の代理で過去データ収録

プログラム（データレスキュー）について説明した.

北極圏の過去データの収録は2011年１月のポツダム会

議で承認されたAWGの優先課題のひとつである.

対象地域にはアイスランド, アメリカ, ノルウェー,

ポーランドがある. 過去データ収録は地道な努力に

よってなされるが, 最近ではクラウドソーシングの技

術を用いることで効率化が図れる. クラウドソーシン

グはインターネットを用いて不特定多数のユーザーの

入力を有効活用するというデータインフォマティクス

技術の応用である. これにより, 既に100万ページの

資料が作成されたとの説明であった. 北極圏のデータ

レスキューは全世界を対象とした ACRE（Atmos-

pheric Circulation Reconstruction over the Earth）

プログラムの一環として実施されている. 座長は北極

研究推進にはデータレスキュー活動が本質的に重要で

あることから, これを IASC crosscutting プロポーザ

ルとして採用することを提案した.

８. おわりに

北極圏の包括的な研究の推進が重要となるなかで,

IASCは2011年１月に再編強化され, ５分野の各国代

表を決めて新たな組織として生まれ変わった. 昨年の

ソウルでの盛大なASSW 会議は, その勢いを示す象

徴的なものであった. 今回のモントリオールでの

ASSW 会議では, 格差問題や授業料値上げに抗議す

る学生デモが会場周辺を取り囲む物々しい雰囲気の中

で, 参加者が会場に缶詰となる事態もあったが, 新組

織は順調に滑り出している. 次回のASSW は2013年

４月13～20日にポーランドのクラクフで開催され,

2014年にはフィンランドのヘルシンキでSAON

（Sustaining Arctic Observing Networks）北極観測

会議と併せて開催される. そして, 重要なこととし

て, 今回の会議で, 2015年のASSW の担当が日本に

決定したので, その準備を開始しなければならない.

日本では文科省のGRENE事業北極気候変動分野が

立ち上がり, １）北極域における温暖化増幅メカニズ

ムの解明, ２）全球の気候変動及び将来予測における

北極域の役割の解明, ３）北極域における環境変動が

日本周辺の気象や水産資源等に及ぼす影響の評価,

４）北極海航路の利用可能性評価につながる海氷分布

の将来予測, の４項目が戦略研究目標に掲げられてい

る. これらの課題は IASCが国際的な重点課題として

認める課題と整合的である. 昨年, 北極環境研究コン

ソーシアムが設立され, 国内的な組織固めが行われて

いるが, 今後は IASCで協議されている国際的な北極

研究プロジェクトとの密接な協力体制の構築が強く望

まれる. ASSW が日本で開催される2015年には

GRENE事業北極気候変動分野の成果も出つつある頃

なので, 北極研究における日本の国際的な発言力を向

上させる良い機会となると期待している.
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